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健康管理担当 実 施

クラブ会報･雑誌担当 鳥島隆一

羽鳥 隆

３ １５ ７家族会と合同の早朝健康診断を、 月 日(金)午前
時から、桐生メディカルセンターで行いました。

当日は会員 名、家族会員 名が健診致しました。４０ ７
今回から開始時間 時厳守ということで、定刻の少し７

前からのスタートとなりましたが、 時 分をまわった７ ３０
、 。頃には殆どの方が検査を終了し スムーズに進みました

例年通り、健康管理担当の東郷庸史会員と野田真一郎
会員の 名のドクターが血圧測定を、恵愛堂病院さんと２

希望の家療育センターきぼうの各々 名の看護師さんに２
採血を、桐生市臨床検査センターの検査技師さん２名に
は尿検査を担当して頂きました。毎年、皆様には早朝よ
り快くお手伝い頂いて、心より感謝申し上げます。

検査が終わった方から順に、ＳＡＡさん特製の朝食を
お持ち帰り頂いて、終了となりました。

この検査の結果は、 月 日(金)第 例会で、東４ １９ ２２８９
郷庸史会員からご報告頂くことになっております。

浦野幹事と臨床検査技師さん 野田先生いつもありがとうございます 東郷先生今年は早くからありがとうございます 看護師の皆様に感謝です

７時を過ぎると、検査を待つ長い行列が出来ました。 採血に一番時間が掛かります。看護師の皆様ありがとうございます
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桐生西ロータリークラブ

《次例会予告》

３月３１日(日) 第２分区Ａ ＩＭ＆宮内ガバナー歓迎会

点鐘 １５:３０、 会場 桐生プリオパレス

卓 話

３月８日(金) 第2283例会

公益財団法人 大川美術館

館 長

田 中 淳 様

『⼤川美術館
』開館３０周年に向けて

この度はお招きいただき、ありがとうございます。
おかげさまで公益財団法人大川美術館は、今年 月に開４
館 周年を迎えることができます。３０

また、当美術館創設者であり、初代館長であった大川
（１９１２-１９４８）栄二が、もっとも愛した画家が松本竣介

でした。昨年は、その松本竣介の没後 年にあたりま７０
した。

そこで、二つをあわせた記念事業として、昨年、すで
にない竣介のアトリエを再現するプロジェクトを企画し
ました。その資金を得るためにクラウドファンディング
に挑戦したところ、各地からご支援いただき、特に桐生
の皆様からは、厚いご支援をいただきました。貴ロータ
リークラブの会員のみなさまからも、多くご支援いただ
きましたので、あらためてお礼を申し上げます。

さて現在もアトリエの展示は、当美術館の展示室内で
ご覧いただけますが、この展示と並行して、昨年 月１０
から今年 月まで、つぎのように松本竣介の作品をも１２
とにした つの企画展を開催、もしくはこれから予定し４
ています。

「アトリエの時間」 ２０１８年１０月１３日―１２月 ２日
「読書の時間」 ２０１９年 １月２２日― ３月２４日
「子どもの時間」 同 ４月１６日― ６月１６日
「街歩きの時間」 同 １０月 ８日―１２月 ８日
つぎに、これらの つの展覧会の趣旨についてお話さ４

せていただきます。
まず「アトリエの時間」展では、画家のアトリエがあ

った「場所 （新宿区下落合）と、アトリエにあった画」
、 「 」 。材や日用品等 さまざまな モノ に焦点をあてました

第 回目の「読書の時間」では、画家の多数の蔵書を２
、 （ ） 。主役にすることで 画家の知性 智 を考えてみました

そして 月から開催される「子どもの時間」展では、４
その主役となるのが子どもの絵です。といっても、その
背後にある画家の情愛、とりわけ家族、子どもへの愛
（情）がテーマです。無垢な子どものイメージをもとに
した作品と、現実に絵を描くまでに成長した子息の絵に
触発された作品とをご覧いただくことで、画家の豊かな
情愛の表現をご覧いただければとおもっています。

今年秋に開催の「街歩きの時間」展では、描かれた都
市風景が中心となります。これらの作品は、この画家に
とって、もっとも完成度の高く、また評価の高いもので
す。作品には昭和戦前期の東京の街が描かれているので
すが、一方でこの桐生には、昭和戦前期の建築が数多く
保存されています。そこで、美術館で作品をご覧になっ
たら、松本竣介が描いた作品の時代に入り込むように、
桐生の街を歩いていただければと考えています。そのた
めにも、みなさまから、桐生の街についてのいろいろの
アイデアや情報をいただければと期待しています。

どうぞ、これからも、ご協力とご支援のほどよろしく
お願いします。

“大川美術館館長 田中 淳 様プロフィール”(あつし)

年 東京生まれ。千葉県在住。・１９５５
年 東京芸術大学大学院美術研究科修士課程を・１９８３

修了し、東京国立近代美術館に勤務。
年 東京国立文化財研究所に移る。・１９９４
年 同副所長・２０１４
年 定年退職。現在も客員研究員として・２０１６

岸田劉生の研究を続けている。

vol.1「アトリエの時間」で再現した松本竣介のアトリエ
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子どもの時間
開催期間：
2019年4月16日～6月16日

1989（平成元）年4月に開館した

大川美術館は、2019（平成31）年

4月に開館30周年を迎えます。記

念事業の一環として、本年度第

一弾の企画展「松本竣介 子ども

の時間」展を開催します。

画家は、《せみ》（1948年・個

人蔵）など、次男莞のナイーヴな絵に触発されて、これを硬質で透

明感のあるマチエールの画面に転写し作品としました。また同時

に、《りんご》（1944年・個人蔵）など、子どもをモデルにした作品も数

多く描いています。子どもが描いた絵、そしてモチーフとして子ども

を描いた作品、さらに本展では、戦中に竣介が、疎開先の愛息・莞に宛

てて書き送った書簡もあわせ展観します。松本竣介という画家が子ども

の未来に託したあたたかな希望を鑑賞していただければ幸いです。

本展は、当館の30周年事業として、これからの30年に向けて、次の

時代をになう子どもたちの創作にも注目し、これからの桐生の地に

ふさわしい美術館の未来を考える契機にしたいとおもいます。会期

中は、館内に「子どものアトリエ」を特設し、来館者に子どもたちの

現在の創作をみていただきます。また、「特別出品」として、本展図

録にエッセイを寄せていただいた現代のアーティスト奈良美智、片

山真理の新作、近作を紹介します。松本竣介に魅せられた両アー

ティストの子どもに向けるまなざしの現在をご覧いただきます。

松本竣介《コップを持つ子ども》
1942年12月 個人蔵

読書の時間
3月24日(日)迄
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